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（公財）日本住宅・木材技術センター規格金物であるCマーク表示金物は、
JAS規格である枠組壁工法構造用製材によるSPF等の外材を前提に許容
耐力を定めていた。近年、国産材が流通し利用拡大に応えるために、国産
材（スギ）による許容耐力を実験で検証し国産材による許容耐力を定めた
ので報告する。


